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Ingenieur- und Wohnungsbau“ 04.03.2010, Filderstadt, Abb. 14 (a) Von der TU Berlin eingesetztes Gesamtsystem 
zum Magnetisieren und Messen von Querspanngliedern. 

18) Moderne Verfahrenskombinationen: Ziele und praktische Anwendung am Beispiel der Spandauer-Damm-Brücke, 
Ralph HOLST, Bundesanstalt für Straßenwesen (BASt), Bergisch Gladbach, Fachtagung Bauwerksdiagnose - 
Vortrag 05; Abb. 5 Jochmagnet als Teil des Remanenzmagnetismusverfahrens 

19) Integritätsprüfung statisch relevanter Bereiche von Spannbetonbrücken mit dem Ultraschallecho, Radar und 
Remanenzmagnetismus Verfahren, Andreas HASENSTAB*, Andrei WALTHER**, Bernd HILLEMEIER***, 
Sven HOMBURG****, DACH-Jahrestagung 2012 in Graz - Poster 7; Abbildung 15: Grauskalierter Darstellung 
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eines Spanngliedes 

20) OSSCAR-Bauwerkscanner: Automatisierte Datenaufnahme von Radar, Ultraschall und Wirbelstrom an 
Spannbetonbauteilen mit bildgebender Darstellung der inneren Konstruktion, A.TAFFE, T.KIND,M. STOPPEL, 
BAM, J.H.KURZ, Fraunhofer IZFP, DGZfP Jahrestagung 2011 Mi.3. B.I; Abbildung1 (a) OSSCAR 
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„BK60“-DIN1072 (06-1967), Tab 12: Lastmodell ”BK60/30”-DIN1072 (12-1985) 

25) RI-ERH-ING, RI-WI-BRÜ, Richtlinie zur Durchführung von Wirtschaftlichkeitsuntersuchungen im Rahmen von 
Instandsetzungs-/Erneuerungsmaßnahmen bei Straßenbrücken 

26) Verordnung zur Berechnung von Ablösungsbeträgen nach dem Eisenbahnkreuzungsgesetz, dem 
Bundesfernstraßengesetz und dem Bundeswasserstraßengesetz (Ablösungsbeträge- Berechnungsverordnung - 
ABBV), 01.07.2010 

27) Schäden an Brücken und andren Ingenieurbauwerken, 1994, Bundesministerium für Verkehr –Abteilung 
Straßenbau 

28) Verstärkungen älterer Beton und Spannbetonbrücken, Erfahrungssammlung, 2016, 
 

発行年月 版型：頁数 本体価格

※ 平成26年1月 A4：344 4,800

※ 平成28年7月 A4：414 4,700

※ 平成30年9月 A4：338 2,800

※ 平成31年1月 A4：180 2,700

鋼構造架設設計施工指針

発行年月 版型：頁数 本体価格

※ 平成24年5月 A4：280 4,400

鋼構造シリーズ一覧

号数 書名 発行年月 版型：頁数 本体価格

1 鋼橋の維持管理のための設備 昭和62年4月 B5：80

2 座屈設計ガイドライン 昭和62年11月 B5：309

3-A 鋼構造物設計指針　PART　A　一般構造物 昭和62年12月 B5：157

3-B 鋼構造物設計指針　PART　B　特定構造物 昭和62年12月 B5：225

4 鋼床版の疲労 平成2年9月 B5：136

5 鋼斜張橋－技術とその変遷－ 平成2年9月 B5：352

6 鋼構造物の終局強度と設計 平成6年7月 B5：146

7 鋼橋における劣化現象と損傷の評価 平成8年10月 A4：145

8 吊橋－技術とその変遷－ 平成8年12月 A4：268

9-A 鋼構造物設計指針　PART　A　一般構造物 平成9年5月 B5：195

9-B 鋼構造物設計指針　PART　B　合成構造物 平成9年9月 B5：199

10 阪神・淡路大震災における鋼構造物の震災の実態と分析 平成11年5月 A4：271

11 ケーブル・スペース構造の基礎と応用 平成11年10月 A4：349

12 座屈設計ガイドライン　改訂第2版［2005年版］ 平成17年10月 A4：445

13 浮体橋の設計指針 平成18年3月 A4：235

14 歴史的鋼橋の補修・補強マニュアル 平成18年11月 A4：192

※ 15 高力ボルト摩擦接合継手の設計・施工・維持管理指針（案） 平成18年12月 A4：140 3,200

16 ケーブルを使った合理化橋梁技術のノウハウ 平成19年3月 A4：332

17 道路橋支承部の改善と維持管理技術 平成20年5月 A4：307

※ 18 腐食した鋼構造物の耐久性照査マニュアル 平成21年3月 A4：546 8,000

※ 19 鋼床版の疲労［2010年改訂版］ 平成22年12月 A4：183 3,000

20 鋼斜張橋－技術とその変遷－［2010年版］ 平成23年2月
A4：273＋
CD-ROM

※ 21 鋼橋の品質確保の手引き［2011年版］ 平成23年3月 A5：220 1,800

※ 22 鋼橋の疲労対策技術 平成25年12月 A4：257 2,600

23 腐食した鋼構造物の性能回復事例と性能回復設計法 平成26年8月 A4：373

24 火災を受けた鋼橋の診断補修ガイドライン 平成27年7月 A4：143

※ 25 道路橋支承部の点検・診断・維持管理技術 平成28年5月
A4：243＋
CD-ROM

4,000

※ 26 鋼橋の大規模修繕・大規模更新－解説と事例－ 平成28年7月 A4：302 3,500

※ 27 道路橋床版の維持管理マニュアル2016 平成28年10月
A4：186＋
CD-ROM

3,300

※ 28 道路橋床版防水システムガイドライン2016 平成28年10月 A4：182 2,600

※ 29 鋼構造物の長寿命化技術 平成30年3月 A4：262 2,600

※ 30 大気環境における鋼構造物の防食性能回復の課題と対策 令和1年7月
A4：578＋
DVD-ROM

3,800

※ 31 鋼橋の性能照査型維持管理とモニタリング 令和1年9月 A4：227 2,600

※ 32 既設鋼構造物の性能評価・回復のための構造解析技術 令和1年9月 A4：240 4,000

※は、土木学会および丸善出版にて販売中です。価格には別途消費税が加算されます。

書名

鋼構造架設設計施工指針［2012年版］

2018年制定 鋼・合成構造標準示方書　施工編

鋼・合成構造標準示方書一覧

書名

2016年制定 鋼・合成構造標準示方書　総則編・構造計画編・設計編

2018年制定 鋼・合成構造標準示方書　耐震設計編

2013年制定 鋼・合成構造標準示方書　維持管理編



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定価（本体 4,000 円＋税） 
 
鋼構造シリーズ 32 

既設鋼構造物の性能評価・回復のための構造解析技術 

 
 

 

令和 01 年 09 月 30 日 第 1版・第 1刷発行 

 
編集者……公益社団法人 土木学会 鋼構造委員会 

既設鋼構造物の性能評価と回復のための構造解析技術に関する小委員会 

委員長 岩崎 英治 
発行者……公益社団法人 土木学会 専務理事 塚田 幸広 
 
発行所……公益社団法人 土木学会 

〒160-0004 東京都新宿区四谷１丁目（外濠公園内） 
TEL 03-3355-3444 FAX 03-5379-2769 
http://www.jsce.or.jp/ 

発売所……丸善出版株式会社 
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-17 神田神保町ビル 
TEL 03-3512-3256 FAX 03-3512-3270 

 

   ©JSCE2019／Committee on Steel Structures 
ISBN978-4-8106-1001-7 
印刷・製本・用紙：勝美印刷（株） 
 
・本書の内容を複写または転載する場合には、必ず土木学会の許可を得てください。 
・本書の内容に関するご質問は、E-mail（pub@jsce.or.jp）にてご連絡ください。 



土 木 学 会

土
木
学
会

既
設
鋼
構
造
物
の
性
能
評
価
・
回
復
の
た
め
の
構
造
解
析
技
術

32鋼構造シリーズ

32

鋼
構
造
シ
リ
ー
ズ

既設鋼構造物の
性能評価・回復のための
構造解析技術

定価（本体4,000円＋税）

発売所：丸善出版（株）

発行所：（公社）土木学会


